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ディキンソンの詩を読む
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1。はじめに
　2012年8月、国際エミリー・ディキンソン学会で、ディキンソンの二枚目の写真が
公表された。1859年ごろの写真で、キャサリン（ケート）・スコット・ターナーという
女性と二人で写っている。今まで現存する写真は一枚しかないと思われていたため、
従来の学説のなかには再検討を要するものもある。ノースカロライナ大学のレベソ
カ・パターソン博士は、ディキンソンの手紙や詩の分析によって、ケLトとの同性愛
説を主張している。
　今回の発見はディキンソンの同性愛説を補強する結果になるとする見方もあるが、
詩の解釈において性愛の心境の反映だと考える必要は必ずしもない。1863年の詩、「死
のためにとまることができなかったので」でも底意に官能的な主題を扱っていると主
張する批評家が多いが、この詩の主題は死の必然性を認識することであり、死後の世
界が存在する可能性への示唆である。本論では、3篇の詩を読みながら、ディキンソン
の宗教観について一考する。
2．死のためにとまることができなかったので
Because　I　could　not　stop　fbr　Death－
He　kindly　stopped　for　me－
The　Carriage　held　but　just　Ourselves－
And　lmmortality．
We　slowly　drove－　He　knew　no　haste
And　I　had　put　away
My　labor　and　my　leisure　too，
For　His　Civility一
We　passed　the　Schoo1，　where　Children　strove
At　Recess－in　the　Ring－
We　passcd　the　Fields　ofGazing　Grain－
We　passed　the　Setting　Sun一
Or　rather－He　passed　Us－
The　Dews　drew　quivering　and　chill－
For　only　Gossanler，　my　Gown－
My　Tippet－only　Tulle一
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We　paused　before　a　House　that　seemed
ASwelling　of　the　Ground－
The　Roofwas　scarcely　visible－
The　Cornice－in　the　Ground一
Since　then－’tis　Centuries－and　yet
Feels　shorter　than　the　Day
Ifirst　surmised　the　Horses’Heads
Were　toward　Eternity一
　話者は淡々とした調子で、自ら死んだ一日を振り返る。コールリッジが著書『文学的自
叙伝』で、「読者の不信を自発的に停止させる効果」と呼んだ修辞法の一種である。死は擬
人化され、紳士として特徴づけられている。1890年に初めて印刷されたときには、この詩
のタイトルは“The　Chariot”「馬車」であった。ディキンソンは死後の生を旅にたとえてお
り、馬車には「死」だけでなく擬人化された「不滅」も乗っている。第1スタンザから「死」
と「不滅」の関係がほのめかされている。
　時間はゆったりと流れていく。第2スタンザでも、「死」は丁重に振舞う紳士として描か
れている。そうした「死」の態度に応えるように、話者は静かに死の旅路へ出る。話者に
あらがう様子もなく、「死」の乱暴な様子もない。「死」が訪れてから、時間の流れ方が変
わった。もう生きていた頃のように、労働にいそしむことも余暇を楽しむこともない。「死」
が話者の生活を変えたのである。
　馬車は街中から郊外へと進んでいく。学校では子どもたちが遊びに精を出し、畑にはじ
っとながめている麦が、それを過ぎると沈んでいく太陽が見えた。“Strove”は古くは「争
う」という意味であり、直訳では「励む」という意味がある。真剣な子どもの姿が思い浮
かぶ。“Gazing”にも、「凝視する」という強い意味がある。目的語がないので何を見つめて
いるのかわからない。岩田典子や、中島完は「こちら」、つまり馬車のほうを見ているとい
う訳をしている。
　ロバート・レアによれば、ディキンソンは旅の光景を人生になぞらえ、人の一生を振り
返っているという（藤谷400）。学校は幼少期を、畑は中年期を、夕日は晩年期を表してい
る。子どものときは、生きる意味もわからず、考えず、ただただ生きることに夢中になっ
ている。中年期は成熟し、内省する。「こちら」をみているのかもしれないが、人生そのも
のをじっとみつめているのである。人生を振り返るのと同時に旅の一日も過ぎていく。
　英語では、“Grain”から“Reaper”（かま）が連想される。キリスト教社会では、鎌を持っ
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た死神が人間の命を刈り取るイメージがある。抵抗することもできない、無力な人間の姿
が思い浮かぶ。死が来れば、従うよりほかはない。この詩は死への恐怖を表しているとい
うより、死を受け入れている。死が「紳士」として表現されていたり、衣装が結婚装束を
連想させたり、墓が死後の家として受け止められていたりする。
　順調に進んできた旅程も佳境に入る。話者は沈んでいく太陽を通り過ぎたつもりでいた
が、どうやら太陽が自分たちを通り過ぎたらしい。死の旅の終着点は墓なのであるから、
そこでとどまったために太陽が過ぎていったのだ。「不滅」が同乗しているにもかかわらず、
死の現実から逃れることはない。“Chill”は死後、肉体が冷たくなることを表している。話
者は薄いガウンと、肩かけしか身にまとっていない。
　チャールス・アンダーソンは“Gossamer”の意味について、「薄地のしゃ織」は当時使われ
ていなかったと言っている（新倉120）。そのため、クモの糸のように薄いという表現が妥
当のようだ。また、“Tippet”は聖職者が用いる一種の肩ぎぬ、“Tulle”は結婚式のヴェール
として用いることから、死後の結婚を暗示するとういう（新倉120）。薄着なのは、いつ死
が訪れるか予期できないからで、準備しようもなかったからだ。「死のためにとまることが
できなかった」のだ。
　旅が続いていたつもりだったのに、すでに終わっていたことに気づく。土の盛り上がっ
たような家の前で馬車が止まった。死後の家は墓であり、教会でもある。故矢作三蔵は講
義のなかで、“paused”を強調した。なぜ“stop”でないのかを考える必要がある。馬車が墓
の前で止まった後、話者の旅がまだ続いていくことをほのめかす効果がある。また、
“scarcely　visible”という表現から、死後のことは「見えない」、つまりわからないことが示
されている。
　「死」が話者を訪れた、あの旅の一日から、何世紀も経った。それなのに、話者には、
馬車が「永遠」を目指して旅立ったあの一日のほうが、ずっと長く感じられる。話者は死
後も存在している。死を受け入れたあとで、死後の存在への可能性を感じさせる作品であ
る。話者が死後も存在して自分の死にっいて語っていること、墓についた後もまだ死後の
旅が続くかもしれないとほのめかす表現、さらには話者の時間感覚が曖昧であることが、
この詩の特徴だ。
　アイルランド文学でも、イェイツ、ベケット、ポール・マルドゥーンが夢での体験を語
る作品や死者が語る作品も書いているので、この詩だけが特異性のある主題を扱った作品
というわけではない。ディキンソンの優れた点は、いささか“peculiar”（風変わり）で
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“psychic”（サイキック）ではあるが、自身の詩の形式や言語を作り出そうとしたところに
ある。信仰に関しても“peculiar”（風変わり）であった。「不滅」、「永遠」という、キリスト
教の言語が使われていながら、正統の教義に則っていないこともわかる。最後の審判のあ
とで、天国か、煉獄か、地獄に行くという描写がない。馬車の御者であるはずの「神」が
出てこない。1862年の詩、「私たちの旅は進んでいました」には同じ主題を扱いつつも、「神」
が出てくるので、比較されたい。
3．私たちの旅は進んでいました
Our　journey　had　advanced－
Our　feet　were　almost　come
To　that　odd　Fork　in　Being’s　Road－
Eternity－By　Term一
Our　pace　took　sudden　awe－
Our　feet－reluctant－1ed－
Befbre－were　Cities－but　Between－
The　Forest　ofthe　Dead一
Retreat－was　out　of　Hope－
Behind－aSealed　Route－
Eternity’s　White　Flag－Bef（）re－
And　God－at　every　Gate一
　先ほどの詩と同様に、この詩も死後の旅が主題である。生前に出版されていないので、
ディキンソンの詩には題名がない。最初の編者には“The　Journey”「旅路」という題名が付
けられていた。“Advanced”の訳については、中島完は「進みました」、藤谷聖和・岡本雄二・
藤本雅樹編訳は「進んでいた」となっている。「私たちの旅」として捉えられているのは、
命ある人間がみな逃れることなくこの問題に直面するからだ。話者の旅路は、「永遠iの存
在になれるのか、否かという分岐点にさしかかっている。
　最後の審判のあと、その魂が善良なら「不滅」の存在となる。“Odd”すなわち「奇妙な」
という形容詞が表す信仰の世界は、やはり正統のキリスト教とは異なる。話者は「不滅」
の存在を考えるにあたって突然畏怖の念を覚える。ためらいを感じながらも導かれ、つい
に町並みを見出すが、それは「死者の森」のなかにあった。ここでも「死」の問題は避け
ては通れない。
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　町並みというのは、死後の世界である。引き返す望みもなく、背後には閉ざされた道が
あるのみである。前には「永遠」の白い旗が、そして一軒ごとの門にはそれぞれ「神」が
いる。この光景自体は奇異であるが、「死」を乗り越えた後に死後の世界があり、そこには
「神」が存在するという表明である。では、「死」を受け入れ、「神」のいる「不滅1の世
界へ行くには何が必要なのか。1864年の詩、「信仰は橋脚のない橋」を読みたい。
Fa童th－is　the　Pierless　Bridge
SupPorting　what　We　see
4．信仰は橋脚のない橋
Unto　the　Scene　that　We　do　not一
Too　selender　for　the　eye
It　bears　the　Soul　as　bold
As　it　were　rocked　in　Steel
With　Arms　of　Steel　at　either　side一
Itjoins－behind　the　Veil
To　what，　could　We　presume
The　Bridge　would　cease　to　be
To　Our　far，　vacillating　Feet
A　first　Necessity．
　信仰は支えのない橋である。ディキンソンは隠喩を用いて、信仰に対する考えを定義し
ている。“What　We　see”とは現世で私たちが見ているもの、すなわち現世そのものをさす。
“The　Scene　that　We　do　not”は私たちが見ていない光景、つまり死後の世界をさす。この二つ
の世界は信仰によりつながっている。目で見ようとすると、橋は細長すぎて見えづらい。
信仰は心の中で二つの世界に橋を渡すものであり、私たちの視覚で確認しようとすると心
もとないのである。
　その橋は「魂」を力強く運ぶ。まるで、両側に鋼の武器をたずさえた、鋼のように硬い
橋のうえで揺られているようなものである。信仰の橋は魂を耐えさせ、死後の世界へと確
かに渡り切らせるだけの固さがある。ディキンソンは前出の2篇の詩に見られるように「死」
を深刻にとらえながらも、現世と死後の世界とをつなぐ架け橋を信仰であると表明してい
る。我々の魂は信仰により、死後の世界へと旅立つことができる。
　信仰の橋は、覆いにかくれて、私たちが終わるだろうと思っているところにまでつなが
っている。私たちが優柔不断に運ぶ足が、はるか遠くで第一に必要不可欠となるところま
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で信仰の橋はつながっている。私たちがその橋の存在如何を問うこともなく、信仰に基づ
き自らの行動を頼みに生きるようになるうちに対岸へたどり着く。ディキンソンは信仰に
ついての曖昧性を指摘されることも多いが、詩人として信仰を捉える姿勢がうかがえる。
5．ディキンソンの信仰
　3篇の詩を読みながら、ディキンソンの宗教観を見てきた。712番の詩、「死のためにと
まれなかったので」では、死後の「不滅」と「永遠」をほのめかしながらも、「神」が不在
である。615番の詩、「私たちの旅は進んでいました」では一軒ごとの門に「神」がいるこ
とから、カトリックやプロテスタントとは違ったキリスト教の宗派を想像させる。また、
915番の詩、「信仰は橋脚のない橋」では、信仰が死後の世界へつながる手がかりであると
する態度がみられる。
　ディキンソンはアメリカの詩人である。アメリカ大統領選挙を見てもわかるが、宗教は
重要な事柄である。アメリカはピルグリムファーザーズが信仰の自由を求めて来た地であ
り、1600年代アメリカ北東部ニューイングランド地方アマストではディキンソン家が農業
に励みながら村の政治や教会に携わっていた（岩田42）。彼女は白いドレスを着て隠遁生
活を送っていたというイメージが強く、社会的な事柄に関心が薄そうだが、幼い頃より宗
教に強く関心を持たざるをえない環境で育った。
　そもそもディキンソン家は、ナサニエル・ディキンソンがその家族とともに1630年代
に信仰の自由を求めてイギリスからニューイングランドに移り住んだことによりはじまる
（岩田42）。祖父サミュエル・ディキンソンはアマスト第一組合教会で司祭補佐をしたこ
ともあり、青少年の信仰教育に強い関心を示した（岩田42）。ノア・ウェブスターととも
に聖書と修辞学が必修である宗教色の強いアマスト学園の設立を考え、正統なピューリタ
リズムを受け継こうと考え考えた組合教会派が1821年にアマスト大学を設立したときも
カを入れた（岩田43）。ディキンソンも妹とともに、アマスト学園への進学をしている（岩
田47）。
　ロバート・レア日く、彼女の神学的志向はピューリタンである（レア40）。子どものこ
ろからカルヴァン派のすべてを教えられたので、特にその教義の中の二つ、永遠の断罪と
神自身による至高の選抜に激しく反発した、と言う（レア40）。ディキンソンはピューリ
タンであるとはいえないが、ピューリタンの影響を受けているといえる。トマス・ジョン
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ソンは当時のアマストを「このような文化的孤島は1850年までには一種の時代錯誤となっ
ていた」と語っている（新倉9）。ディキンソンは地域や学校の宗教教育に内面的葛藤をお
ぼえて挫折し、生涯正統の信仰に生きることが困難となった背景がある。
　1844年、12月、アマストでは信仰復興運動が起こり、まだ信仰の証をしていない人に受
洗するようすすめた（岩田54）。地元で名門のディキンソン家の人々も、洗礼を受けて教
会員になるよう勧められた（岩田55）。19世紀には神はすべてを予定しているという解釈
が出てきて、一人で原罪の責任を感じる必要はなく、みんなで助け合い救われればよいと
考えるようになり、信徒は自らの力で教会を盛り立てていくという意識を持って、自分た
ちの中から役員を決め、教会を運営し、牧師を選び、新たな信者を増やそうとした（岩田
54）。つまり、個人的に信仰に生きるというよりは地域の活動に近いものがあった。ディキ
ンソンは簡単に教会の説得に応じなかった。
　ジェイ・ライダは、アマストでは教会は19世紀中ごろまで「祈祷の場所であり、村の
権威であり、古いニューイングランドの構造を残したままの遺物」であったという（岩田
55）。宗教と社会生活が区別されることはなく、信仰を証すことが、村の人間としての市民
権を得ることであった（岩田55）。当時14歳であったディキンソンも洗礼を受けることを
促されたが、出来なかったのである。その後、進学先のマウント・ホリヨーク女学院でも
信仰告白はせず、退学している。そうした’挫折のあと、ディキンソンは正統な宗教を踏襲
しない個性的な体験を詩にしたと考えられる。ウィリアム・ブレイクがオソクスフォード
やケンブリッジでの大学教育を受けず独自の神を“vision”として歌ったように、彼女もまた
アマストでのピューリタン教育に挫折した経験を詩に反映させている。
　ディキンソンの信仰に対する詩は、正統の宗教的な信仰そのものを扱っているというよ
りもむしろ、個人的な体験について書かれているといえる。915番の詩、「信仰は橋脚のな
い橋」でも、信仰という主題を用いて信念をもって行動する強い意志を持つ魂が描写され
ている。新倉俊一は、ヘンリー・ジェイムズの指摘する、ニューイングランド流の精神の
“self－dramatization”がディキンソンにもあると述べている（新倉9）。前述の3編の詩は、
ディキンソンの宗教における挫折感を個性的な体験として劇化しているといえる。
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